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切手（剰余類
じょうよるい

）のずらしの問題・２ 

 

 ある地方では，１円，２円，３円，…，９９円，１００円，と金額が円

の単位で１以上１００以下の整数にあたる切手が発行されています。 

 ５円切手１枚か６円切手何枚かを用いると，右の図において○をつけた

金額を作ることができます。○をつけた金額に５を次々と加えてできる金

額は，５円切手を加えることで作ることができるので，５円切手か６円切

手を組み合わせることで，影をつけた１＋２＋３＋４＝１０（通り）の金

額を除いてあらゆる金額を作ることができます。 

 このことを参考に，以下の問いに答えなさい。 

 

（１）５円切手と７円切手を組み合わせても作ることができない金額は何通りありますか。また，５円切手

と９円切手を組み合わせても作ることができない金額は何通りありますか。 

 

（２）５円切手とあああ円切手を組み合わせても作ることができない金額が以下の数である場合，あああ

にあてはまる数を答えなさい。ない場合は，「ない」と答えなさい。 

   ① ５５通り 

   ② ６６通り 

   ③ ８８通り 

 

（３）１０円切手とあああ円切手を組み合わせても作ることができない金額が以下の数である場合， 

あああにあてはまる数を答えなさい。ない場合は，「ない」と答えなさい。 

   ① １９８通り 

   ② ２５２通り 

 

  

最難関問題 

1 6 11 16 21 26 …

2 7 12 17 22 27 …

3 8 13 18 23 28 …

4 9 14 19 24 29 …

5 10 15 20 25 30 …
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切手（剰余類）のずらしの問題・２ 

（１）７円…１２通り，９円…１６通り （２）①ない ②３４ ③ない （３）①ない ②５７ 

 

（１）５円切手と７円切手の場合は図①のようになって，４＋１＋５＋２＝１２（通り），５円切手と９円

切手の場合は図②のようになって，７＋５＋３＋１＝１６（通り）です。 

 

   図①               図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

1 6 11 16 21 26 31 …

2 7 12 17 22 27 32 …

3 8 13 18 23 28 33 …

4 9 14 19 24 29 34 …

5 10 15 20 25 30 35 …

1 6 11 16 21 26 31 36 41 …

2 7 12 17 22 27 32 37 42 …

3 8 13 18 23 28 33 38 43 …

4 9 14 19 24 29 34 39 44 …

5 10 15 20 25 30 35 40 45 …
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（２）５円切手とあああ円切手を組み合わせるとき，あああにあてはまる数を１つずつ大きくするとどの

ように，作ることができない金額が増えていくかを考えます。５で割ったときの余りが１となるような

ある整数を①とします。①を１つ大きくした数は５で割ったときの余りが２となるので②，②を１つ大

きくした数は５で割ったときの余りが３となるので③，…というようにして，④までを考えます。これ

らを表に書き込むと，図③のようになります。 

   なお，あああにあてはまる数が５の倍数の場合は明らかに作ることができない金額が無限になって

しまうので，考えません。 

   次に，①～④を２倍した数を，表記は①～④のままで表に書き込むと，図④のようになります。①は

５で割って１余る数なので，２倍すると５で割って２余る数となります。②以降も同様に考えます。 

   ①～④を３倍した数を書き込むと図⑤のようになり，４倍した数を書き込むと図⑥のようになります。 

 

   図③      図④             図⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

   図⑥ 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

1 … ➀ … ③ … ② … ④

2 … ② … ➀ … ④ … ③

3 … ③ … ④ … ➀ … ②

4 … ④ … ② … ③ … ➀

5 … … … …

1 … ➀ … ③ … ②

2 … ② … ➀ … ④

3 … ③ … ④ … ➀

4 … ④ … ② … ③

5 … … …

1 … ➀ … ③

2 … ② … ➀

3 … ③ … ④

4 … ④ … ②

5 … …

1 … ➀

2 … ②

3 … ③

4 … ④

5 …
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   ここで①と②を比べると，図⑦のようになります。影をつけたのはそれぞれを３，４倍した数で，表

の列が１つずつずれています。よって，５円切手と①の金額の切手を組み合わせた場合より，②の金額

の切手を組み合わせた場合の方が，作ることができない金額が２つ増えます。 

   ②と③，③と④を比べても，やはり５円切手と組み合わせた場合に作ることができない金額が２つ増

えます。 

 

   図⑦ 

 

 

 

 

 

 

   また，①より５多い数，つまりは①の次の５で割って余りが１となる数の場合，①との差が５，１０，

１５，…と①より列が１つ，２つ，３つ…ずれていくので，５円切手と組み合わせた場合に作ることが

できない金額は，１＋２＋３＋４＝１０（個）増えます。 

こうして，５円切手と６円切手を組み合わせたところから順に７円切手，８円切手，…と金額を１つ

増やすごとに作ることができない金額は２つずつ増えていくことになります。ただし，５の倍数の金額

の切手の場合のみは作ることができない金額が無限になります。 

 

   ①の５５通りの場合，作ることができない金額は６円切手のときの１０通りから２ずつ増えていって

必ず２の倍数になるので，条件を満たす金額の切手はありません。 

   ②の６６通りの場合，（６６－１０）÷２＝２８，６＋２８＝３４となって３４円切手です。 

   ③の８８通りの場合，（８８－１０）÷２＝３９，６＋３９＝４５となって４５円切手となってしま

いますが，４５は５の倍数なので，条件を満たしません。 

  

最難関問題 

1 … ➀ … ③ … ② … ④

2 … ② … ➀ … ④ … ③

3 … ③ … ④ … ➀ … ②

4 … ④ … ② … ③ … ➀

5 … … … …
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（３）（２）と同様に，１０円切手とあああ円切手を組み合わせるとき，あああにあてはまる数を大きくす

るとどのように，作ることができない金額が増えていくかを考えます。１０と互いに素であるのは， 

１０で割ったときの余りが１，３，７，９となる数だけですから，①，③，⑦，⑨について考えます。 

①と③を比べると，図⑧のようになります。影をつけた所では列が１つ，濃い影をつけたところでは

列が２つずれているので，１×３＋２×３＝９より，１０円切手と①の金額の切手を組み合わせた場合

より，③の金額の切手を組み合わせた場合の方が，作ることができない金額が９つ増えます。 

 

図⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③と⑦を比べると，図⑨のようになります。影をつけた所では列が１つ，濃い影をつけたところでは

列が２つずれ，さらに列が３つ，４つずれているところもあるので， 

１×２＋２×３＋３×２＋４＝１８より，１０円切手と③の金額の切手を組み合わせた場合より，⑦の

金額の切手を組み合わせた場合の方が，作ることができない金額が１８個増えます。 

 

図⑨ 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 

1 … ➀ … … … … … … ③ … …

2 … … ➀ … … ③ … … … … …

3 … ③ … … ➀ … … … … … …

4 … … … … ➀ … … … … ③ …

5 … … … … … ➀ ③ … … … …

6 … … ③ … … … … ➀ … … …

7 … … … … … … … ➀ … … ③

8 … … … … … … ③ … … ➀ …

9 … … … ③ … … … … … … ➀

10 … … … … … … … … …

1 … … … ⑦ … … … … ③ … …

2 … … … … ③ … … ⑦ … … …

3 … ③ … … … … … … … … ⑦

4 … … ⑦ … … … … … … ③ …

5 … … … … … ③ ⑦ … … … …

6 … … ③ … … … … … … ⑦ …

7 … ⑦ … … … … … … … … ③

8 … … … … ⑦ … … ③ … … …

9 … … … ③ … … … … ⑦ … …

10 … … … … … … … … …
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⑦と⑨を比べると，図⑩のようになります。影をつけた所では列が１つ，濃い影をつけたところでは

列が２つずれるので，１×３＋２×３＝９より，１０円切手と⑦の金額の切手を組み合わせた場合より，

⑨の金額の切手を組み合わせた場合の方が，作ることができない金額が９個増えます。 

 

図⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   また，①より１０多い数，つまりは①の次の１０で割って余りが１となる数の場合，①との差が１０，

２０，３０，…と①より列が１つ，２つ，３つ…ずれていくので，１０円切手と組み合わせた場合に作

ることができない金額は，１＋２＋３＋…＋９＝４５（個）増えます。 

このように，１０円切手と組み合わせる切手の金額を１つ大きい奇数にするたびに，作ることができ

ない金額は９つずつ増えていきます。ただし，５の倍数である奇数については無限個となります。１０

円切手と１円切手の場合は０通りですから，そこから考えていきます。 

 

  ① １９８÷９＝２２より，２２＋１＝２３（番目）の奇数を求めて，２３×２－１＝４５ですが，４

５は５の倍数なので，無限個となってしまいます。 

  ② ２５２÷９＝２８より，２８＋１＝２９（番目）の奇数を求めて，２９×２－１＝５７です。 

 

 

 

 

最難関問題 

1 … … … ⑦ … … … … … … ⑨

2 … … … … … … ⑦ … … ⑨ …

3 … … … … … … … ⑨ … … ⑦

4 … … ⑦ … … … … ⑨ … … …

5 … … … … … ⑦ ⑨ … … … …

6 … … … … ⑨ … … … … ⑦ …

7 … ⑦ … … ⑨ … … … … … …

8 … … ⑨ … … ⑦ … … … … …

9 … ⑨ … … … … … … ⑦ … …

10 … … … … … … … … …


